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　金正日総書記が2004年４月，中国を訪問した際，温家宝総理は「中国政府は朝鮮民主主義人民

共和国（以下北朝鮮）と多様な形の互恵協力を積極的に奨励する」と言明した。これに続いて

2006年１月10日から18日まで中国を非公式訪問した金総書記一行が，ハイテック企業，港湾施設，

中国最初の経済特区一深川など大部分が経済部門と関連した地域を訪問したことから，これを

1992年那小平の南巡講和と比較するようになった。また，今回は2001年上海訪問時と違って主要

閣僚も同行じﾝ経済発展にカを入れる姿勢を内外に示しただけでなく，北朝鮮の経済開発に一層

注目を浴びるようになった。日本人拉致問題，核ミサイル問題などで冷え込む日朝貿易ではある

が，その反面，中韓との経済連携も強めつつあるのも現状である。 2004年中国と北朝鮮との貿易

額は13億8,521万ドルに達し前年比35.4%増加した。中国との貿易は北朝鮮貿易総額の39％を占

め，韓国と合わせれば北朝鮮対外貿易総額の６割を占めている。 2005年の中朝貿易総額は前年比

14.8%増の15億8,034万ドルに達し，前年の最高値を更新しか。中国に次いで第２位の韓国の貿

易額も10億5,575万ドルに達し前年比51.5%も増加しﾊﾟﾑつまり両国との貿易額が北朝鮮対外貿

易総額の65％を占めている。 2004年の北朝鮮に対する直接投資総額5,900万ドルのうち中国の投

資は5,000万ドルに上り，全体の85％を占めてい｡どﾑまた, 2004年末現在北朝鮮に進出した外国

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）企業は300社であり，そのうち120社が中国企業であり40％を占めている。
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図1. 1987年北朝鮮の貿易相手国（百万ドル，％）
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図2. 2004年北朝鮮の貿易相手国（百万ドル，％）
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（出所）図１は日本貿易振興会（ＪＥＴＲＯ）（1989）『北朝鮮の経済と貿易の展望』，48～51ページにより作成，図２には韓国貿易投

　　　資振興公社（ＫＯＴＲＡ）（2005）『北朝鮮の対外貿易動向2004』により作成。

表１　北朝鮮の主要なマクロ経済の推移

　項目　力貝　経済成長率　人　口　一人当たり　貿易竹額　南北哲易貿易依存度穀物生産量原油導入量

年度　

GNIｿで

）
トル）（％）（千人）ＧＮＩ（ドル）（百うLﾄﾞﾚ）（百ﾀﾞｹﾞﾚ）（Ｂ十ｃ）／Ａ（千トン）（千ハレル）

　1990　　　　231　　　　-3.7　　20,221　　　1,142　　　4,170　　　　135　　　18.6　　　4,020　　18,472

　1991　　　　229　　　　-3.5　　20,495　　　1,115　　　2,584　　　　1 11　　　　11. 8　　　4,427　　13,854

　1992　　　　211　　　　-6.0　　20,789　　　1,013　　　2,555　　　　173　　　12.9　　　4,268　　11,142

　1993　　　　205　　　　-4.2　　21,123　　　　969　　　2,646　　　　187　　　13.8　　　3,884　　　9,969

　1994　　　　2↓2　　　　-2.1　　21,353　　　　992　　　2,↓00　　　　195　　　10.8　　　4,↓25　　　6,670

　1995　　　　223　　　　-4.1　　21,543　　　1,034　　　2,052　　　　287　　　10.5　　　3,451　　　8,063

　1996　　　　214　　　　-3.6　　21,684　　　　989　　　1,977　　　　252　　　10.4　　　3,690　　　6,861

　1997　　　　177　　　-6.3　　21,810　　　　811　　　2,177　　　　308　　　　14　　　3,489　　　3,709

　1998　　　　126　　　　-1.1　　21,942　　　　573　　　1,442　　　　222　　　13.2　　　3,886　　　3,694

　1999　　　　158　　　　6.2　　22,082　　　　7↓4　　　1,480　　　　333　　　1↓.5　　　4,222　　　2,325

　2000　　　　168　　　　1.3　　22,175　　　　757　　　1,973　　　　425　　　14.3　　　3,590　　　2,851

　2001　　　　157　　　　3.7　　22,253　　　　706　　　2,270　　　　403　　　17.0　　　3,946　　　4,244

　2002　　　　170　　　　1.2　　22,369　　　　762　　　2,260　　　　642　　　17.1　　　4,134　　　4,376

　2003　　　　184　　　　1.8　　22,522　　　　818　　　2,391　　　　724　　　16.9　　　4,253　　　4,207

　2004　　　　208　　　　2.2　　22,709　　　　9↓4　　　2,857　　　　697　　　17.1　　　4,311　　　3,900

　2005　　　　－　　　　　－　　　　　－　　　　　－　　　3,005　　　1 ,055　　　　　－　　　　　－　　　　　－

（出所）韓国銀行『北朝鮮のＧＤＰ推計結果』各年度，ＫＯＴＲＡ（2005）『北朝鮮の対外貿易動向2004』，統一部(http: // www

　　　unikorea･go. kr / index. Jsp),統計庁(Korea National StatisticalOffice)『南北韓経済社会上比較統計』により作成。

（注）貿易総額は韓国を除く。－はデータなし。

　図１，図２が示すように, 1987年の北朝鮮の最大の貿易相手国は旧ソ連であり，東欧諸国の貿

易まで合わせれば，北朝鮮の貿易総額の72％を占めており，中国の比率14％であった。しかし，

2004年になってそれが大きく逆転した。中国が北朝鮮の最大の貿易相手国に浮上し貿易総額の

39％を占めるようになり，ロシアは６％に減少した。このように，北朝鮮経済対中国の依存度は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（56）
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拡大している。中朝間の貿易拡大の背景には1990年代のソ連をはじめとする東欧社会主義諸国の

崩Jえ中国との地理的隣接性，中国の低価格のエ業産品供給能力の拡大，政治紐帯の強化などで

あった。 2005年の場合，中国の対北朝鮮資源開発投資の拡大は無煙炭・鉄鉱石貿易の増大に大き

く貢献した。北朝鮮の貿易依存度は２割前後である（表１参照）。中国の2003年の貿易依存率は

60%, 2004年は70％であった。しかし北朝鮮は90年代に入り，工場稼働率は４割以下の状況の中

で，貿易が拡大し，生産と流通の「閉鎖的経済体制」から「開放体制」へ向かわなければならな

い状況にある。そこで，本論は1990年から現在に至るまでの北朝鮮対中経済関係の現状と課題を

探る。具体的には，まず，北朝鮮のマクロ経済と対外貿易の現状を述べ，次いで北朝鮮と中国の

経済関係を概観する。第３は，北朝鮮と中国の経済関係の問題点と今後の課題を提示する。

Ｉ　北朝鮮の対外貿易

　Ｉ－１　北朝鮮の貿易の変化

　北朝鮮の対外貿易は二つの時期に区分する。一つは1990年から1998年までである。北朝鮮は90

年代に入ってから９年連続マイナス成長となった。北朝鮮経済が90年代半ばに急激に落ち込んだ

理由としては，社会主義圏の崩壊に伴うエネルギー輸入の激減，石炭生産の激減，外貨不足によ

る資材・原材料の供給不足，95年の自然災害による穀物生産が激減，97年アジア経済危機などが

挙げられる。この時期の経済不況が対外貿易の減少となった。北朝鮮対外貿易は1985～90年平均

42.3億ドルに達しﾊﾟﾑ表１からも分かるように, 1990年の対外貿易総額は43億ドルであったもの

が，翌年の1991年（ソ連崩壊）に27億ドルまで落ち込んだ。

　もう一つの時期は1999年から2004年までである。北朝鮮はようやく1999年からプラス成長に転

換し，その後も，僅かながらプラス成長を維持している。対外貿易もこの時期に拡大している。

2004年の対外貿易額は前年比14％増の35.5億ドルにまで達し，90年代に入って2003年の31.2億ド

ルの最高値を更新した。この時期の特徴としては中国との貿易が急激に増加した時期である。

　中国は北朝鮮の最大貿易相手国として, 2004年北朝鮮の対外貿易総額の39％を占めた。 2004年

の中国は北朝鮮ヘエネルギー資源，肉類を中心に輸出した。具体的に見ると，2003年の中国から

北朝鮮ヘエネルギー資源（原油，製油，コークス）の輸出は１億8,072万ドルであり, 2004年は前

年比13.2%増の２億466万ドルに達した。 2004年の食糧の輸出も増加しているが，肉類の輸出が

目立つ(6,362万ドルから１億4,058万ドルヘ増加，この内冷凍豚肉が96％を占め言）。北朝鮮からは水産

物及び，金属製品等を輸入している。具体的に見ると, 2004年の魚介類の対中輸出は２億6,181

万ドルに上り，2003年（２億693万ドル）比26.5%も増加した。同鉄鋼（第72類）は7,592万ドル。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）鉱石，スラグ及び灰（第26類）の対中輸出は6,011万ドルに達し，いずれも前年度を大きく上回っ

た。北朝鮮の対外政策は欧米日への依存を行わない自立システムを採用しようと。従って，日本

との貿易は相対的に大きく減少しか。日朝貿易は2001年時点でも北朝鮮の対外貿易の17.8%を占

め，中国に次いで第２位であった。それが2003年には北朝鮮の対外貿易の8.5％まで下がり，

2004年に7.1%とタイ以下となり第４位になった（表２参照）。

　近年の北朝鮮貿易は日朝関係の変化と国際社会の援助の減少と言う二つの重要な契機がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（57）
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表２　北朝鮮主要貿易相手国との貿易推移
(単位：百万ドル，％)

　　　　　　　2000　　　　　　　2001　　　　　　　2002　　　　　　　2003　　　　　　　2004
　区分

　　　　　貿易額　　比重　　貿易額　　比重　　貿易額　　比重　　貿易額　　比重　　貿易額　　比重

中　国　　488.0　　23.5　　737.5　　27.6　　738.2　　25.4　1,022.9　　32.8　1,385.2　　39.0

韓　国　　425.0　　20.5　　403.0　　15.1　　　641　　22.1　　724.0　　23.2　　　697　　19.6

日　　本　　463.7　　22.3　　474.7　　17.8　　369.5　　12.7　　265.3　　　8.5　　252.6　　　7.1

ロシア　　46.3　　2.2　　68.3　　2.6　　80.7　　2.8　118.4　　3.8　213.4　　6.0

タ　　イ　　207.8　　10.0　　130.↓　　　4.9　　216.6　　　7.5　　254.3　　　8.2　　329.9　　　9.3

インド　　172.2　　8.3　157.8　　5.9　191.3　　6.6　158.4　　5.1　135.0　　3.8

その他　274.6　　13.2　702.1　　25.0　664.1　　23.0　572.0　　18.0　541.0　　15.0

合　計　2,077.6　　100.0　2,673.5　　100.0　2,901.4　　100.0　3√115.3　　100.0　3,554.1　　100.0

（出所）韓国貿易投資振興公社（ＫＯＴＲＡ）（2005）『2004年度北朝鮮貿易動向』

日本人拉致問題の激化が日朝関係の悪化に繋がり，両国の緊張関係の膠着化は日朝貿易の激減に

繋がった。また，日本は武器に転用可能な戦略的物資の輸出管理を強化し，入港船舶に対して検

査を強化するなど北朝鮮に対し圧力を続いている。これにより北朝鮮の主要戦略輸出品の魚介類

の輸出は中国，韓国に輸出するようになった。

　2004年に入って北朝鮮とロシアの貿易は前年比80．3％増の２億1342万ドルに達し，インドを抜

き北朝鮮の第４の貿易相手国に浮上した（表３参照）。北朝鮮は2002年以来，日本との関係悪化，

核問題などで国際的支援が減少，通商・金融制裁の強化などにより，外貨及び必須物資の調達が

困難になった。このような政治的不安定の中で北朝鮮は中国，ロシアなどとの貿易を拡大する一

方で，タイとも緊密な関係を維持しながらエネルギー及び，食糧資源を調達し，繊維及び機械，

電子製品など，対外貿易の拡大に努めた。具体的に見れば, 2004年の北朝鮮対タイの輸出は主に

電気機器およびその部品（第85類）が3,490万ドルであり，また2003年度は鉱物性燃料（第27類）

の輸出実績がなかったが, 2004年度には1,330万ドルまで膨らんだ。 2004年のタイからの輸入と

しては，穀物が4,200万ドルであり，2003年(1,740万ドル）比141.4%増加しﾊﾟﾑこれは国際社会

の対北朝鮮の援助が減り，中国の穀物の価格が上昇したことにより，他の輸入先としてタイにシ

フトする事になったからである。北朝鮮は対外貿易の重要性を認識し，海外からの物資導入及び

主要商品の輸出拡大に力を注いでいる。

　Ｉ－２　北朝鮮の貿易構造

　輸出において, 2004年の北朝鮮の輸出は10億2,020万ドルで前年比31.3%増加した。主要輸出

品目としては，金額順にすれば水産物，卑金属類，鉱物性生産品，機械・電気電子，繊維製品，

農産物，プラスチック，木製品，化学工業製品などである。水産物，卑金属類，鉱物性生産物の

輸出比重は全体の64％を占め，一次産品を主として輸出している。

　水産物，魚介類など動物性生産品の輸出は2000年の9,790万ドルで全体輸出の17.3%を占め，

2004年には2000年の3.4倍にあたる３億3,658万ドルで，前年比でも17％増加し，全体輸出の33％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（58）
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表３　北朝鮮10大貿易相手国

59

(単位：千ドル)

　　　　　　　　　　北朝鮮輸出　　　　北朝鮮の輸入　　　　　貿易合計　　　　　　比重（％）

順位　国　家

　　　　　　　　　2003年　　2004年　　2003年　　2004年　　2003年　　2004年　　2003年　　2004年

　１　中　　国　395,344　585,703　627,583　799,503 1,022,927 1,385,206　42.8　　48.5

　2　タ　　　イ　　50,706　　90,803　203,611　239,088　254,317　329,891　　10.6　　　11.5

　3　日　　　本　↓73,8↓8　163,372　　91,500　　89,262　265,318　252,634　　11.↓　　　8.8

　4　ロ　シ　ア　　　2 792　　7,↓77　115,575　206,240　118,367　213,417　　4.9　　　7.5

　5　イ　ン　ド　　　1,613　　1,108　157,878　133,906　159,491　135,014　　6.7　　　4.7

　6　ド　イ　ツ　　24,467　　22,630　　70,999　　68,563　　95,466　　91,193　　　4　　　3.2

　7　　シンガポール　　　1,148　　　1,604　　60,067　　54,773　　61,215　　56,377　　　2.6　　　　　　2

　8　フランス　　　7,976　　27,090　　4,128　　6,620　　12,104　　33,710　　0.5　　　1.2

　9　　スウェーデン　　　　　397　　　　244　　　6,↓33　　28,384　　　6,530　　28,628　　　0.3　　　　　　1

　10　アメリカ　　　　59　　1,495　　7,977　　23,751　　8,036　　25,246　　0.3　　　0.9

　10大国合計　　　658,320　901,226 1,345,451 1,650,090 2,003,771 2,551,316　　83.8　　　89.3

　全体金額　　　776,992 1,020,200 1,614,382 1,836,911 2,391,374 2,857,111　100　　　100

（出所）ＫＯＴＲＡ（2005）『2004年度北朝鮮対外貿易動向』より。

（注）10大貿易相手国は2004年を基準，韓国を除く。

表４ 北朝鮮の品目別輸出実績
(単位：千ドル，％)

　　　　　　　　　　　2000　　　　　　　2001　　　　　　　2002　　　　　　　2003　　　　　　　2004
　　区　分

　　　　　　　　　金　額　比重　金　額　比重　金　額　比重　金　額　比重　金　額　比重

動物性生産品　　97,900　17.3　158,359　24.4　261,627 35.5　287,680 37.0　336,581　33.0

植物性生産品　　30,301　5.4　42,029　6.5　28,461　3.9　24,528　3.2　27,542　2.7

鉱物性生産品　　43,158　7.6　50,464　7.8　69,731　9.5　55,518　7.1　152,282　14.9

化学・プラスチック　　　44,929　　7.9　　44,600　　6.9　　43,067　　5.8　　31,154　　4.0　　38,750　　3.8

木　　製　　品　　10,941　1.9　　5,596　0.9　　10,153　1.4　　15,163　2.0　　16,044　1.6

繊　　維　　類　　↓40,044　24.8　140,530　21.6　123,003　16.7　133,121　17.1　↓14,948　11.3

貴　金　属　類　　　9,814　1.7　　14,077　2.2　　14,537　2　　　15,967　2.1　　5,738　0.6

卑　　金　　属　　43,869　7.8　　60,245　9.3　　58,285　7.9　　89,657　11.5　164,268　16.1

機械・電気電子　105,247　18.6　　97,914　15.1　　83,884　11.4　　93,112　12.0　121,726　11.9

そ　　の　　他　　39,572　7.0　　36,394　5.6　　43,510　5.9　　31,092　4.0　　42,321　4.1

合　　　　計　565,775 100.0　650,208↓00.0　736,258 100.0　776,992 100.0 1,020,200 100.0

（出所）韓国貿易投資振興公社（ＫＯＴＲＡ）『北朝鮮対外貿易動向』各年度版。（韓国は含まれていない）

を記録した（表４参照）。鉱物性生産品の輸出は前年比174.3%増の１億5228万ドルに上った。こ

れは2004年に入って中国が深刻なエネルギー不足によるものである。ここで北朝鮮の対中無煙炭

の輸出の単価が前年比51.2%上昇したため(2004年の１トンあたり31.3ドル, 2003年は同20.7ドルであ

　　　　　　　　　　　　　　　　　10）る），対中無煙炭輸出の増大に繋がった。卑金属類の輸出は前年比83.2%増の１億6,427万ドルを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（59）
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表５　北朝鮮の品目別輸入実績
(単位：千ドル，％)

　　　　　　　　　　2000　　　　　　2001　　　　　　2002　　　　　　2003　　　　　　2004
　　区　分

　　　　　　　　金　額　比重　金　額　比重　金　額　比重　金　額　比重　金　額　比重

動物・植物性生産品　　179,341　12.8　294,928　18.2　221,694　14.5　228,406　14.1　299,892　16.3

調製食料品　89,073　6.3　89,868　5.5　74,879　4.9　96,135　6.0　173,117　9.4

鉱物性生産品　171,202　12.2　231,100　14.3　235,803　15.5　337,952　20.9　409,550　22.3

化学工業製品　108,436　7.7　↓23,403　7.6　122,024　8.0　104,306　6.5　106,413　5.8

プラスチック　　67,540　4.8　　65,980　4.1　　65,936　4.3　　70,712　4.4　　78,052　4.2

繊　　維　　類　　171,897　12.2　203,901　12.6　158,359　10.4　128,113　7.9　　93,232　5.1

卑　　金　　属　　85,188　6.1　100,355　6.2　　88,137　5.8　172,659　10.7　128,364　7.0

機械・電気電子　205,051　14.6　243,826　15.0　234,574　15.4　282,356　17.5　262,911　14.3

車　　　　　両　　146,185　10.4　　88,427　5.5　　76,000　5.0　　61,809　3.8　　77,254　4.2

そ　　の　　他　182,617　13.0　↓78,503　1↓.0　246,727　↓6.2　13↓,935　8.2　208,126　11.3

合　　　計1,406,530 100.0 1,620,291 100.0 1,524よ33 100.0 1,614,383 100.0 1,836,911 100.0

（出所）韓国貿易投資振興公社（ＫＯＴＲＡ）『北朝鮮対外貿易動向』各年度版。（韓国は含まない）

記録した。主な輸出国は中国∩億1,664万ドル），日本(2,108万ドル），タイ（900万ドル），インド

ネシア(526万ドル）である。機械・電子電気の輸出は前年比30.7%増の１億2,173万ドルに達し，

主力輸出品目として前年に引き続き増加傾向を見せた。主な輸出国は日本(1,879万ドル），タイ

(4,510万ドル），フランス(2,265万ドル）である。対フランスの輸出は，2003年の25万ドルであっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巾だことが2004年には2,265万ドルヘ急激に増加した。主な要因としては，自動処理機械部品，記

憶装置などが大きく増えたからである。日本との関係は，悪化した貿易環境にもかかわらず機械

類の対日輸出がむしろ増加した。その理由は，トランス及び，コンピューター関連部品の委託加

工が前年より好転を見せたからである。

　2000年の北朝鮮の輸入は14億653万ドルであったのが, 2004年に18億3,691万ドルで2000年比

30％増加し，対前年比でも13.8%増加した。主要輸入品目は鉱物性生産品，機械・電気電子製品，

動物性生産品，調製食料品類，植物性生産品などで，繊維製品，卑金属，機械・電気電子を除い

て全て増加傾向を見せている。鉱物性生産品が全体輸入の22.3%を占め４億955万ドルを記録し，

前年比でも21.2%増加した。主要輸入相手国としては中国∩億8,308万ドル→２億826万ドル，

13.8％増加），ロシア(9,771万ドル→１億7,186万ドル, 75.9%増加）がそれぞれ占めている。動物・

植物性原料（16.3％），機械類（）エ3％），食料品(7.6‰，卑金属（７％）の順である（表５参照）。

2004年の動物性生産品の輸入は前年比47.8%増の１億5,945万ドルを記録した。そのうち92.6%

を占める１億4,759万ドルに相当する豚肉を中国から輸入した。主な要因は，中国からの豚肉の

輸入が急増したからである。その背景としては，2002年７・１経済管理措置実施以後，北朝鮮で

豚肉の需要が急激に増え，しかも北朝鮮の豚肉生産が追いつかないため，隣接する中国からの輸

　　　　　　　　　12）入が増えたのであった。

（60）
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　1:－ 1　中朝貿易の変化

　中朝貿易は2003年10億ドルを超えたのに続き，2005年には前年比］工8％増の15億8,034万ドル

　　　　　　　　　　　　13）に上り史上最高値を更新した（表６参照）。北朝鮮は中国から10億ドルを超える石油・トウモロコ

シなどを含む商品を輸入し，中国には石炭・鉄鉱石を主に５億ドルに上る商品を輸出した。中朝

貿易の拡大は地理的隣接性，中国の低価工業産品の供給能力拡大などに負ったことである。

　2005年の場合，中国の対北朝鮮資源開発投資拡大による無煙炭・鉄鉱石貿易は大きく増えたの

であった。輸出入実績をそれぞれ見れば，北朝鮮の対中国輸出は無煙炭・鉄鉱石の輸出が大きく

増えた一方，魚介類の輸出が前年比14.3%減少し４億9,918万ドルを記録した。輸入は原油・石

油・渥青＝アスファルト（粗製品含み），トウモロコシなどの輸入が大きく増え前年比36．0％増の

10億8,118万ドルを記録した。

　中国に引き続き北朝鮮の第２位貿易国といえる韓国の場合，2005年10億5,575万ドルで前年比

　　　　　14）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15）51.5%増加し，日本は１億3,870万ドルで前年比22.9%減少した。

　遼寧省社会科学院辺疆史地研究所所長・朝鮮韓国研究センター主任である呂超は北朝鮮の2005

年食糧生産は過去10年最高水準に到達し，食糧難の問題は緩和する，とみている。呂超によれば。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16）北朝鮮の毎年最低食糧の需要量は380万トンであり，超過部分を他の工業発展に回すという。北

朝鮮からも2005年は農業に重点をおくという研究も既に出ている。キムスンテクは次のように述

べている。「農業は工業と共に人民経済の２大部門の一つである。農業を発展させることは人民

経済の自立性をより強化し経済の計㈲的均衡的な発展を保障し，我々の経済的威力をもっと高め

る事ができる。今日でも世界的に数千万人が深刻な食糧危機に直面している。また食糧生産が減

少するため，国際市場でのコメ価格が急激に上昇している。このような状況の中で食糧問題を他

国の援助で解決していくのは限界がある。食糧問題を解決する方法は，自国の穀物生産土台を強

化し，それに沿って農業を営むことである。また全ての部門，全ての単位で積極的に支援すべき

であり，農業に必要な肥料・農機械などをはじめとする営農物資と電気を適時の提供が不可欠で

　巾ある」。つまり，キムスンテクは農業の重要性を訴え，農業を発展させる為には全ての部門の支

援が必要である，という認識を示した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18）2006年に入って，中朝貿易が減少する傾向を持っているのも否定できない。三村光弘の丹東調

査によれば，2005年の中朝貿易は上半期∩～６月）で約２億ドルを記録したが，2006年下旬現

在で6000～7000万ドル程度に止まっている。その原因としては，北朝鮮に駐在していた海外の援

助組織が20～30あったが，それらが撤退したためであるとしている。援助団体は年間１億ドル程

度の物資を中国から買い付けていた。したがって2006の丹東ルートでの中朝貿易は前年より減少

する可能性がある。

　しかし2006年の上半期の中朝貿易総額は７億7,400万ドルで前年同期比4.7%増加した。中国海

関統計資料によると，対北朝鮮輸出は５億８千万ドルで前年同期比13.5%増加した一方で，対北

朝鮮輸入は２億ドルで14.6%減少した。品目別にみると，中国産鉱産物の対北朝鮮輸出が前年同

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6∩
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表６　北朝鮮と中国間貿易の推移
(単位：万ドル，％)

区　分　　貿易総計　　対中輸出　　対中輸入　　貿易収支　諮問脂亘

　1990　　　　48,274　　　　12,458　　　　35,816　　　-23,358　　　　　10.1

　1991　　　　61,045　　　　8,567　　　52,478　　　-43,911　　　　22.7

　1992　　　　69,657　　　15,546　　　54,111　　　-38,565　　　　25.5

　1993　　　　89,963　　　29,729　　　60,234　　　－30,505　　　　31.7

　↓994　　　　62,372　　　19,922　　　42,450　　　－22,528　　　　27.2

　↓995　　　　54,965　　　　6,361　　　48,604　　　-42,243　　　　23.↓

　1996　　　　56,565　　　　6,864　　　49,701　　　-42,837　　　　25.4

　1997　　　　65,629　　　　12,161　　　　53,468　　　-41,307　　　　26.4

　1998　　　　41,302　　　　5,731　　　35,571　　　－29,840　　　　24.8

　1999　　　　37,041　　　　4,171　　　32,870　　　-28,699　　　　20.9

　2000　　　　48,801　　　　　3,721　　　　45,080　　　－4↓,359　　　　　20.4

　2001　　　　73,984　　　　16,674　　　57,310　　　-40,636　　　　27.6

　2002　　　　73,823　　　27,069　　　46,754　　　-19,685　　　　25.4

　2003　　　102,309　　　39,534　　　62,774　　　-23,239　　　　32.7

　2004　　　138,516　　　58,566　　　79,950　　　-21,384　　　　39.0

　2005　　　158,024　　　49,9↓4　　　108,110　　　-58,196　　　　38.9

　2006　　　170,015　　　46,777　　　123,237　　　－76,460　　　　　－

（出所）『中国海関統計年鑑』各年度版, 2006年のデータは『海関統計』2006年12月号, KOTRA

　　　ｒ北朝鮮対外貿易動向』各年度版により作成。

期比31.1%増の１億8,798万ドルを記録し，ボイラ及び電機，音響など設備の輸出も前年同期比

102％増の9,314万ドルであった。これに反して中国の北朝鮮産魚介輸入は1,473万ドルで前年同

期比75％減少し，鉄鋼製品の輸入も前年同期比65％減少し, 1,161万ドルに止まった。一方で，

2006年上半期の中国の対北朝鮮食糧輸出は12万３千トン約2,500万ドルに達した。この内６割は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19）国境貿易で実現し，３割弱は北朝鮮に無償援助によるものであり，2006年の中朝貿易は楽観的で

　　　　　　　　　　　　　　　　20）はないが，やはり増える傾向にある。しかしいずれにしても中国は北朝鮮にとって最大の貿易相

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21）手国としての地位を替え得ることはない状況にある。

　中朝貿易も二つの時期に区分する事ができる。 1991年から1999年までの時期であり，これは北

朝鮮の対外貿易の変動と同じパターンを見せている。つまり，93年の８億9,900万ドルを記録し，

96年には若干増えたが，またアジア経済危機に会い，再び減少傾向に陥った（表６参照）。ようや

く回復したのが2000年に入ってからである。中国は北朝鮮の対外貿易を主導している。 2000年以

後中朝貿易急増の帰趨は両国関係の改善，北朝鮮の鉱物などの１次産品に対する中国の需要の拡

大などによるものである。

　一方で，中朝貿易の増加は経済成長，市場経済の進展，物価安定などで北朝鮮経済に肯定的な

　　　　　　　　　22）影響を及ぼしている。中国からの輸入の大部分の物品は資材・原材料と資本財で構成されており，

北朝鮮の生産活動に大きく寄与している。また，他国との貿易と違って，中朝貿易は北朝鮮の市

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（62）
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表７　北朝鮮の実際対中貿易赤字
(単位：百万ドル)

区分　　　年度　　2000　　　　2001　　　　2002　　　　2003　　　　2004　　　　2005

　原油導入額　　　75.6　　　108.8　　　76.5　　　　121　　　139.3　　　197.7

　無償援助　　27.6　　　69.1　　　16　　　10.9　　　14.6　　　38.1

　合　　　　計　　　103.2　　　177.9　　　　92.5　　　131.9　　　153.9　　　235.8

　実際赤字額　　－310　　　－226　　　－104　　　－100　　　　－60　　　－351

（出所）イヨンフン（2006）「近年中朝経済関係の特徴と示唆点」『ＫＤＩ北朝鮮経済レビュー』韓国開発研究院，３月
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場と直接隣接されており，市場経済の進展に大きな影響を及ぼしている。北朝鮮の供給不足を緩

和し，北朝鮮の物価上昇を緩和している。

　中朝貿易の場合，中国は大きな輸出超過となっている。北朝鮮の対中貿易赤字は1991年に４億

3,911万ドルを記録し，その後は減少傾向を見せ, 1996年は４億2,800万ドルに達したが，2005年

には５億8,700万ドルに赤字が拡大した。北朝鮮は，この膨大な赤字を埋めることが出来だのは，

中国の無償援助と借款である。イヨンフン（2006）によれば中朝貿易での原油の輸入は借款の形

態で導入され，さらに，輸入の一部は無償援助の形態を取り，外貨を支払ってないという。これ

を考慮すれば，統計で現れている北朝鮮の対中貿易赤字より大きく縮小する。したがって中国か

らの援助および借款を考慮すれば，表７が示すように2005年でも３億５千万ドルに過ぎない。対

中貿易赤字は貿易収支に現れたより小さいが，北朝鮮が対中貿易の赤字は大部分南北経済協力で

稼いだ外貨で補填する事ができた。つまり，非商業性貿易を除いて，一般貿易，加工貿易，金剛

山観光などで稼いだ外貨は2002年に３億4,296万ドル，2003年に４億868万ドル, 2004年には韓国

国内景気の沈滞と南北関係が閉塞状態になったことで前年比］工9％減ったものの３億4,780万ド

ルを記録した。 2005年には南北の商更改貿易額は過去最高の６億8954万ドルに達し，南北貿易を

　　　　　　　　23）主導する形になった。南北貿易は今まで18年経過して，南北相互の経済性や利益追求する実利主

義的な傾向を見せている，と洪翼杓（2006）がいう。したがって南北の商更改貿易で稼いだ外貨

で十分対中貿易赤字を賄うことができる。

　1:－ 2　貿易構造

　1999～2006年期間の中国の北朝鮮から輸入商品構造をHS2基準で分類すれば以下の通りであ

る。第１に，2001年から2004年まで最大の比重を占めている輸入品目は魚介類である。魚介類は

2001年から急激に増加し, 2004年には北朝鮮からの輸入の44.6% 2億612万ドルに達し，中国の

北朝鮮から輸入の最大の比重を占めるようになった。北朝鮮の水産物輸出の77.9%に（2003年で

は72％を占めている）相当する。しかし2005年からは鋼，スラグ及び石灰石の輸入が急激に増え，

2006年ににに億1,800万ドル強まで増え，北朝鮮からの輸入に占める割合は25.3%占めるように

なり，魚介類は9.3%まで下がった。第２に，鉱物性燃料，鉄鋼，亜鉛・その生産品，木材など

がその次になる。鉱物性燃料の大部分を占めている無煙炭の輸入は2005年に前年比120.6％

（108.3百万ドル）増加し，鋼・スラグの輸入は同56.4%増加し92.3百万ドルに達した。これは中

国の高度成長によるエネルギー及び鉱物資源に対する需要増加とともに北朝鮮の炭鉱及び鉱山

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（63）
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表８　中国対北朝鮮の輸入上位品目
(単位：百万ドル)

HS　　　　　　品　　　　目　　　　　　　↓999　　2000　　2001　　2002　　2003　　2004　　2005　　2006

26　鋼石，スラグ及び灰　　　　　　1.1　　2.6　　6.4　　8.5　　15.0　　60.1　　92.3　］ユ8.4

　　鉱物性燃料及び鉱物油並びに

27　これらの蒸留物，歴青物質並　　2.3　　3.4　　4.3　　11.3　　↓7.3　　53.1　↓12.2　102.5
　　びに鉱物性ろう

　　衣類及び衣類附属品（メリヤ

62　ス編み又はクロセ編みのもの　　0.0　　0.0　　26.8　　38.3　　52.2　　50.9　　58.3　　63.3

　　は除0

03　加詐ﾝに回靉ﾙ詣享§瀧及　　5.8　　4.0　　48.0　143.0　206.3　261.8　　92.4　　43.3

72　鉄　　鋼　　　　　　　　　　　9.7　　8.7　　23.7　　27.9　　46.8　　75.4　　72.6　　35.3

44　木材とその製品並びに木炭　　13.8　　9.9　　4.6　　9.3　　13.6　　15.2　　］工8　　26.5

79　亜鉛及びその製品　　　　　　　0.2　　0.1　　0.2　　0.4　　13.5　　34.6　　］上4　　9.2

　　採油用の種及び果実，各種の

1，駱詰長径特注詰↓.2　　　　　0.9　　　　　2.2　　　　10.0　　　　　7.8　　　　　6.8　　　　　6.9　　　　　4.5

　　用植物

　　輸入総額　　　　　　　　　　　41.7　　37.2　166.7　270.7　395.3　585.7　499.1　467.8

（出所）『中国海関統計年鑑』各年度版，2006年のデータは『海関統計』2006年12月号により作成。

表９　形態別北朝鮮の輸出
(単位：万ドル，％)

　　　　　　　　　　　　　　　　北　　朝　　鮮　　の　　輸　　出

　区　分　　　　2000　　　　　2001　　　　　　2002　　　　　2003　　　　　　2004

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　増加率

　　　　　　金額　比重　金額　比重　金額　比重　金額　比重　金額　比重

一般貿易　　91　2.5　　972　5.8　　884　3.3　2,088　5.3　7,500　12.8　259.2

辺境貿易　2,952　79.3　4,003　24.0　5,496　20.3　8,132　20.6　15,638　26.7　　92.3

加工貿易　　503　13.5　2,118　12.7　1,099　4.1　1,033　2.6　2,168　3.7　109.9

保税輸出　　135　3.6　9,486　56.9 19√L90　70.8 27,827　70.4 32,112　54.8　　15.4

無償援助　　　０　０．０　　－　　－　　－　　－　　－　　－　　　３　０．０

そ　の　他　　　40　　1.1　　　95　　0.6　　399　　1.5　　454　　1.1　1,145　　2.0　　151.9

合　　　計　3,721　100.0　16,674　100.0　27,068　100.0　39,534　100.0　58,570　100.0　　48.2

（出所）韓国貿易投資振興公社（ＫＯＴＲＡ）『北朝鮮対外貿易動向』各年度版。

に対する集中投資によっている（表８参照）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24）　表９が示したように2000年以降，北朝鮮の対中輸出形態は主に辺境貿易と保税貿易である。

2001年に両者の合計は北朝鮮輸出総額の80.9％を占め１億3,500万ドルに達した。 2003年は辺境

貿易と保税貿易での輸出額は３億６千万に達し対中輸出総額の91％に達しか。辺境貿易の場合，

中国が辺境地域の経済活性化をはがるため実施した一時的政策として付加価値税と関税をそれぞ

　　　　　　　　　　　　　　25）れ50％減免する優遇措置である。したがって北朝鮮は辺境貿易を通じて中国へ輸出すると一般貿

易より有利であるから，大部分は辺境貿易を通じて輸出している。 2000年の対中輸出の79.3%が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（64）
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(単位：百万ドル)

HS　　　　　　品　　　　目　　　　　　　1999　　2000　　2001　　2002　　2003　　2004　　2005　　2006

　　鉱物性燃料及び鉱物油並びに

27　これらの蒸留物，歴青物質並　79.5　117.9　↓61.8　1↓8.4　180.7　204.7　　285.7　347.5
　　びに鉱物性ろう

02　肉及び食用のくず肉　　　　　　1.3　　1.4　　6.7　　10.4　　63.6　140.6　　104.2　1 1 1 ｡8

祁計麟元甘雛計二6.0　　　　21.0　　　　23.4　　　　27.5　　　　39.6　　　　46.1　　　　　56.6　　　　97.7

84　原子炉，ボイラ及び機械類並　　6.1　　14.4　　23.3　　26.4　　27.0　　39.9　　77.0　　83.1

　　びにこれらの部分品

39　プラスチック及びその製品　　　0.9　　17.3　　23.3　　25.1　　24.6　　32.4　　52.1　　52.0

72　鉄　　鋼　　　　　　　　　　　14.6　　22 7　　22.1　　20.8　　20.7　　39.7　　35.1　　27.6

　　殻粉，加工穀物，麦芽，でん

11　粉，イヌリン及び小麦グルテ　10.1　　6.9　　10.8　　10.1　　8.1　　14.5　　24.0　　27.5

　　ン

10　穀　　物　　　　　　　　　　　43.7　　34.0　　62.6　　29.9　　49.9　　15.4　　50.3　　16.9

　　輸出総額　　　　　　　　　　328 7　450.8　573.1　467.5　627.7　799.5　1,081.1 1,232.4

（出所）『中国海関統計年鑑』各年度版，2006年のデータは『海関統計』2006年12月号により作成。

辺境貿易を通じて行われた事から明らかである。しかし2001年から保税貿易が急激に増え前年度

の70倍に相当する9,486万ドルに達し，対中輸出総額の56.9%を占めるようになった。 2002年，

2003年の保税輸出が対中輸出総額の70％まで増加した。 2001年を契機に北朝鮮の対中輸出形態は

辺境貿易から保税貿易へ転換した。 2000年６月15日金大中大統領（当時）が北朝鮮を訪問した事

が南北関係改善に繋がった。このことから魚介類のような一部北朝鮮産品に対する需要が増え，

中国企業が北朝鮮から魚介類を輸入して韓国をはじめとする第三国へ輸出する中継貿易として開

始されたからである。

　2004年の北朝鮮対中輸出のうち保税貿易は３億2,112万ドルで，全体輸出額の５億8,570万ドル

54.8%を占めている。これは輸出額において依然高い比重を占めているものの2003年度の70.4%

と比べれば大幅の減少となる。その理由は，中国産品を北朝鮮産と偽って韓国に輸出する状況が

あったからである。韓国政府は北朝鮮産の製品を第３国経由で輸入する場合には事前承認を強化

　　　　　26）したのである。

　1999～2006年期間の中国から北朝鮮へ輸出商品構造をHS2基準で分類すれば以下の通りであ

る。第１に，鉱物性燃料は原油が大部分を占めている。 2005年の原油輸出は前年比41.9%増加し，

2006年は前年比21.6%増加した。これは輸出単価が44.3%上昇によるものであり，輸出量はむし

ろ減少しか。第２に，肉類の輸出は2000年以後急激に増加した。 2005年は前年比25.9%減の１億

420万ドルまで減少したが2006年になっては前年比7.3%増の１億１千万ドル強まで回復した。今

後も増える傾向を見せている。 2005年の穀物の輸出は5,030万ドルであり，前年比228.8%増加し

たことになる。すなわち，減少分は穀物の輸出に充てたのである。第３に，輸出比重が大きいの

は，電気機器，鉄鋼製品，機械類，車両及び，部品であり，ほとんどが生産財である（表10参照）。

　北朝鮮の輸入は，輸出とは異なって一般の貿易が2000年以後60％強となっている。 2004年には

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（65）
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　表11　形態別北朝鮮の輸入
(単位：万ドル，％)

　　　　　　　　　　　　　　　　北　　朝　　鮮　　の　　輸　　入

　区　分　　　　2000　　　　　2001　　　　　　2002　　　　　2003　　　　　　2004
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　増加率

　　　　　　金額　比重　金額　比重　金額　比重　金額　比重　金額　比重

一般貿易　27,723　61.5 34,704　60.6 30,031　64.3 43,127　68.7 56,624　70.8　　31.3

辺境貿易　10,691　23.7　11,669　20.4　9,933　21.3　11,466　18.3　14,366　18.0　　25.3

加工貿易　2,982　6.6　2,629　4.6　2,248　4.8　4,489　7.2　3,517　4.4　-21.7

保税輸入　　740　1.6　　873　1.5　↓,904　4.1　2,044　3.3　2,084　2.6　　　2

無償援助　2,756　6.1　6,913　12.1　1,597　3.4　1,089　1.7　1,456　1.7　　33.7

そ　の　他　　191　　0.4　　526　　0.9　1,018　　2.2　　544　　0.9　1,903　　1.8　　　250

合　　　計　45,083　100.0　57,314　100.0　46,731　100.0　62,758　100.0　79,950　100.0　　27.4

（出所）韓国貿易投資振興公社（ＫＯＴＲＡ）『北朝鮮対外貿易動向』各年度版。

一般貿易が北朝鮮輸入総額の70.8％を占める５億6,624万ドルに達した。それに次いで辺境貿易

は18％を占めている（表11参照）。つまり，北朝鮮の輸入形態は主に一般貿易と辺境貿易である。

主な品目としては原油，食糧から生活用品まで主に一般貿易に依存している。その理由としては

一般貿易であれ，辺境貿易であれ，輸出に対して中国は関税と付加価値税を課しないからである。

また，北朝鮮の輸入計画による対中国物資調達が一般貿易の形態をとるからである。辺境貿易は

一定水準を保っている。辺境貿易による対中輸入は国境地域の小規模の企業と貿易会社が北朝鮮

と小規模の貿易を行う事で，決算上の限界により輸出と均衡を合わせながら維持しているのが実

情である。

　北朝鮮はますます対外貿易の重要性が増し，近年には加工貿易地域の設立を提起するようにな

った。ユツルナムによれば，「加工貿易地域では，地域を設立する国の資本も投入するが，基本

的には外資の導入による産業地域を形成し国内企業と合弁，合作の形態で地域を運営する。もち

ろん，国内企業の投資を制限するものではないが，輸入原料と設備，技術導入で輸出を伸ばし自

国経済を発展させることがこの地域の設立する目的である。一般的に外資を導入する国は外国資

本比率を49パーセント以下に制限しているが，地域では100パーセント許可するだけでなく投資

比率の高さによる特恵保証規定も違ってくる。加工貿易地域では労賃が相対的安く，自然地理的

に有利な国と地域を設立するもので，地域は外国投資家たちの投資心理をもっと誘発させ，他の

地域よりもっと多く投資家たちを受け入れなければならない。国全体を加工貿易地域に宣言した

スリランカでは1992年現在134社の外国企業を誘致し，メキシコの加工貿易地域では1,465社の外

国企業が入っている。加工貿易地域は市場価格，価格競争，契約による生産・販売など自由市場

経済法則がそのまま作用する。結局加工貿易地域が発生発展から数十年間流れた今日，地域は基

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27）本的な顔つきを備え国内経済発展と対外経済関係の強化に成果を遂げている」というように，北

朝鮮は加工貿易地帯の重要性を認識しており，経済発展のため開放が必要であるという見解を示

している。

　以上の分析から中朝貿易の特徴を以下の４点にまとめることができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（66）
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　第１に北朝鮮は一次産品を輸出し，中国からはエネルギー，生産財，食糧を輸入するパター

ンである。

　第２に，北朝鮮の中国への輸出形態として，主に辺境貿易と保税貿易があり，輸入においては

一般貿易と辺境貿易が主導している。

　第３に北朝鮮の貿易依存度は微増である。中国との貿易は増えているが，他国との貿易は減

っているからである。

　第４に中朝貿易は，中国側の大幅の輸出超過である。

Ⅲ　投資動向と特徴

　1984年北朝鮮が「合営法」を制定して以来，中国の対北朝鮮投資件数は1995年まで３件であっ

た。 1999年末まで中国の対外貿易経済合作部（現商業部）で公式的に批准した中国の対北朝鮮投

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28）資企業は食堂，商店，水産養殖業など６社，投資累計額も188万ドルに過ぎなかった。しかし

2004年になると中国の対北朝鮮投資契約額は１億7,350万ドルを記録し，2003年の130万ドルに比

べ130倍に増加した。 2005年，中国企業の対北朝鮮投資は13件，契約額は１億345万ドル，実際の

投資額は5,369万ドルだった。今年上半期の中国企業の対北朝鮮投資は14件，契約額は8,643万ド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29）ル，中国側の実際の投資額は5,874万ドルであった。 2004年２月中国は対北朝鮮投資諮問会社で

ある「北京華麗経済文化交流有限会社」を設立した。これは北朝鮮観光総局の委任を受け，中国

企業の対北朝鮮商業視察などの業務を主管する中国の民営株式会社で，中国企業を相手に多様な

対北朝鮮投資誘致活動を行っている。 2004年中国の黒竜江省，四川省，福建省などで相次いで

「対北朝鮮投資説明会」を開催した。 2004年11月18日遼寧省瀋陽市企業家協会が主催した「対北

朝鮮投資説明会」では中国企業人500人が参加した。このように中国企業の対北朝鮮の投資意欲

が高まっている事が分かる。投資特徴としては以下の４点を挙げることができる。

　第１に，対北朝鮮投資は東北３省と南部地域が主導している。例えば，杭外|の娃暗暗集団，山

東省招金集団，吉林省紡績輸出入公社など比較的大企業が東北３省と南部地域に集中している，

　第２に資源開発投資に集中している。 2005年10月吉林省の通化鉄鋼集団，延辺天池工貿公司，

中鋼集団３社が今後50年間茂山鉱山開発権を取得する契約を北朝鮮と合意した。総投資額70億元

で，このうち50億元は鉱山開発に投資し，20億元は吉林省通化と茂山を繋ぐ鉄道，道路など輸送

　　　　　　　　　　　　　30）施設の建設に使う計画である。「十一・五計画」末期まで通化鋼鉄集団の生産量を１千万ドンま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31）で増大する計画である。既に国家開発銀行から24億元の融資を受け前期投入に使うと伝えている。

さらに両江道恵山銅鉱開発などにも投資を行っている。

　漁業資源に対する合作投資も行っている。北朝鮮のサンミョン貿易総会社と北京総合化学貿易

会社の間に漁業領域での協同協力契約を結んだ。この契約によると元山の近海を中国漁船に５年

間開放し，入漁料として漁獲高の25％を電気製品などの現物を北朝鮮に渡す条件で中国の漁船の

　　　　　　32）操業を許可した。

　第３に，中国企業の投資は北朝鮮の経営権の獲得が目的でなく，補償貿易，合作投資形態が主

である。中国企業の大部分の対北朝鮮投資が所有権をもって企業経営を参加するのでなく，投資

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（67）
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表12　中国対朝主な投資事例

　　　　投資分野　　　　投資規模　協議及び報道時期　　　　　　　　　　　備　　　　　考

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広東華夏環保生態科学有限公司と北朝鮮の朝鮮経済開発総公司

１　発電所　　　　　　　２億ドル　　2000年４月　　　が「環境保護及び生態資源利用協議書」を採択，協約に沿って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羅先に発電所建設促進。

　　　○　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　三｀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天津灯塔塗料股粉有限会社と北朝鮮の平壌至誠明心合作会社が
２　ペイント　　　　　　　未詳　　　2000年７月　　　平壌で合作ペイントエ場を設立することに合作調印式を開催。

　　，ヽ一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国側（友林経済貿易有限会社と北朝鮮側（朝鮮豆満江貿易会

３　｀:゛不ツレウォ‾夕　　494万ドル　2000年12月　　　社）がそれぞれ49 : 51の比率で中朝合営会社である「七宝山合
　　‾生産　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弁会社」設立

４　巻きタバコ　　　　　150万ドル　2002年３月　　　抒吉林省延吉巻きタバコエ場が単独で羅先新興タバコ会社設

５　コンピューター　　　130万ドル　2002年３月　　　離詰長靉難難プ（計算機合弁会社と合作，晨

６　スレート　　　　　　　未詳　　　2003年11月　　　嘉jJJｸﾞﾔ賃?ﾂﾙﾔﾙｻ司と長春英超科学貿易有限会社が共同投資。

７　ガラスエ場　　　　2400万ドル　1。ルパ　言言詰ｻ援助性格，平安南道大安郡に中国の輝華破璃集

８　トラクター　　　　　　未詳　　　2004年７月　　　中国河南一拍集団，朝鮮金星トラクターエ場間試行契約採択。

９　百貨店運営　　　　　5000万元　　2004年８月　　　鸚診魏訂平壌第１百貨店。輸入関税５％，所得税5％

10　昔力ヽ゛　　　ゃヽx主　　　　　　　　　三｀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　招遠山東区に大黄金股粉有限会社，朝鮮デギョンツＭＯＵ採
　　｡,云瓦採掘及び精錬　　　未詳　　　2004年９月　　　択，北朝鮮のサンノンサン金鉱開発関連合作投資討議。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北朝鮮のサンミョン貿易総会社と北京総合化学貿易会社の間に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漁業領域での協同協力契約を結んだ。この契約によると元山の

11　漁労　　　　　　　　　　　　　　2004年９月　　　近海を中国漁船に５年間開放し，入漁料という名目として漁獲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高の25％を電気製品などの現物を北朝鮮に渡す共同協力契約を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　採択。

12　竟バＪ･衣類･貿　2000万ドル　2004年11月　　　詰特牡鸚誹註言判門白白０白0

13　運送　　　　　　　　　７億元　　2004年11月　　　肘雛尹金決速汽車服務有限会社，朝鮮ウルリム運送合栄会

14　銅鉱開発　　　　　　2.2億元　　2005年１月　　　言且且計甜離言言げれ二白白自大

15　消費財　　　　　　　　未詳　　　2005年３月　　　言靉皿鸚牡且長け煙草紙製造工場が合作工場を

　　　匍　　　　　　｀　゜゛又　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀋陽貿易促進会と朝鮮大成グループが共同で平壌に建設，販売
1，鸚言おず伊　　　2005年５月　　　詐言９遼寧省商品。市場，倉庫，物流運輸など三っの部分

17　百貨店運営　　　　　　　　　　　2005年８月　　　皿且問鸚計註綴訂影白に末ｏ壌（

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羅津市人民委員会が中国の璋春市来林貿易公司及び，球春中国

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　側は国境経済協力地区保税公司と50対50に資本金を出資し羅津

18　羅津港開発　　　　800億ウォン　2005年９月　　　国際物流合弁会社を設立，羅津港を50年間使用できる権利を獲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　得の変わりに北朝鮮内の道路建設，観光施設及び，工業団地の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　造成などに投資すると協議。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北朝鮮対外経済協力推進委員会と天津地吉特示自転車貿易会社

19　自転車　　　　　　　65万ドル　　2005年10月７日　が共同出資（北朝鮮は土地などで49％出資，中国は51％出資）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して平津自転車合弁会社を設立，20年間自転車生産独占権授与。

20　炭鉱開発　　　　　　　未詳　　　2005年10月　　　詰問結団は平安北道に位置している竜登炭鉱と合弁企業の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巨又旦－口･。,ｏ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通化鋼鉄集団が北東アジアで最大級と言われている茂山鉱山を

　　゛　　　　　　　　　　億‾　　　　年　　　　　50年開発権獲得’「十一・五計画」末期まで通化鋼鉄集団の生21　　戊:山鉱山　　　　　　　7017C　　2005　11月14日　産量を１千万トンまで上げる計画である。既に国家開発銀行か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら24億元の融資を受け前期投入に使うといわれている。

22　油田共同開発　　　　　　　　　　2005年12月24日　冑貿翌言工叉ﾋﾞﾄﾞｰ領域で緊密に協力し合い，黄海周辺で石油共

（出所) KOTRA (2006), 11, 16, 17, 21, 22は各種報道により筆者が作成。

（68）
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より主に補償貿易の形態を取っている。例えば，茂山鉱山の採掘権の獲得がそれである。補償貿

易形態は投資した設備の代わりに生産品で補償をうけることで投資リスクが低く，産出周期が短

く

，相互に信用さえ守れば，中国の現状に合う投資形態といえる。

第帽こ，製造業に対する投資も行っている。中国吉林省延吉巻きタバコエ場が2002年に150万

ドルを投じて単独で羅先新興タバコ会社を設立した。北朝鮮対外経済協力推進委員会と天津地吉

特示自転車貿易会社が共同出資（北朝鮮は土地などで49％出資，中国は51％出資）して平津自転車合

弁会社を設立し，20年間自転車生産独占権を授与し，2005年10月７日に生産を開始した。

　中国対朝投資の特徴はインフラ建設，エネルギー・原材料・鉱山開発を主であるが，同時に製

造業とその他の分野にも規模は小さいが進出しつつある（表±2参照）。中国の対北朝鮮投資分野も

食品，電子，化学工業，医薬，軽工業，衣服，建築材料，鉱山，飼料，運輸など多くの分野に拡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33）がりつつある。両国は経済技術，農業，人材養成などの面で交流と協力も安定的に推進している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小　　　括

　中朝経済関係の深化は多くの憶測を招いている。つまり，北朝鮮は中国の従属経済，或いは中

国の東北第４省になるのではないかという心配が出ている。例えば，李庚・冨田共和によれば，

「中国の進出ラッシュと関連して，最近，『中国４省』という言葉が頻繁に聞こえてくる。中国で

は，南部や沿海部に比べて発展の遅れた遼寧・黒竜江・吉林の東北３省の開発が課題となってい

るが，その構想に北朝鮮を加えようとしているという観測だ。たとえば中国泉北部には輸出基地

となる大連しかない。そこで，泉北部の資源や資材，製品を羅先から海外ないし中国南部などへ

運ぶことに着目した格好だ。そのように北朝鮮を自らの経済圏に取り込み，更に地下資源などの

供給地と位置付けることで，『北朝鮮を経済的植民地化する』（同筋）のが中国の狙いとの見方が

　　　　　34）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35）支配している」という。韓国の政府系シンクタンクの対外経済政策研究院の趙明哲研究グループ

では肯定的面と否定的面を分けて分析を行った。肯定的面としては，第１に，北朝鮮と中国の経

済関係緊密化は北朝鮮経済成長と所得増大に一定の肯定的な影響を与えている。第２に，中国は

北朝鮮に必要なエネルギー，原材料のもっとも大きな供給国だから北朝鮮の工業生産及び，雇用

の増加に決定的な役割を果たしている。第３に北朝鮮に対する投資拡大は北朝鮮産業に対する

開発及び技術移転効果をもたらし，これは長期的には経済成長に繋がることができる。第４に

中国に対北朝鮮貿易及び，援助の拡大は少なからず北朝鮮住民の生活難を解消する機能を果たす。

第５に，中朝経済関係の密接化を適切に活用するならば，南北朝鮮経済統合あるいは，統一費用

を減少させる可能性を提供する。

　否定的面としては，第１に，北朝鮮が全面的な経済改革と対外開放をしていない状況のなかで，

中国の対北朝鮮の援助と交流の拡大は北朝鮮として開発の必要性と至急性を認識させない結果に

なる可能性がある。第２に，北朝鮮の対中国依存度の深化は北朝鮮経済の長期的な安定性を損な

う可能性がある。第３に，北朝鮮経済が過度に中国経済に依存すれば経済政策の自立性が保つこ

とができない結果をもたらす。第４に，北朝鮮の産業開発であれ，技術開発であれ中国市場に親

和的構造ができることにより，先進国型産業構造を導入する余地が小さくなる。第５に北朝鮮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（69）
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経済の対中国依存度の深化は将来朝鮮半島の統一経済構築において重大な問題を引き起こす可能

性がある。第６に北朝鮮経済の対中国依存度深化していく過程は，いわゆる北朝鮮の政治に対

する中国の影響力が増大していく過程でもある。すなわち，韓国はこの肯定的面を最大限生かし，

また否定的面は適切に対応する事により対中国依存度を南北経済協力の密接化を通じて克服する

可能性を提示した。

　小牧輝夫によれば，「中国が北朝鮮経済との関係を深めている背景には，政策的あるいは意図

的な要素と自然発生的な要素の両方があると指摘したい。政策的な要素としては，第１に，中国

は北朝鮮の体制が不安定化し，それが朝鮮半島の力学的な変動をもたらすことを最も恐れている。

できれば北朝鮮が改革と開放を進めて政治的に安定し，朝鮮半島の平和が維持されることが最善

である，ということであろう。そのためには，６カ国協議議長国の立場もあり，基本的な経済的

下支えは続けるだろう。第２に胡錦濤時代になって推進されている『東北振興』政策とのかか

わりである。中国の東北３省，特に遼寧省や吉林省のうち朝鮮半島に隣接する地域では，その点

で朝鮮半島との関係を無視できない。とりわけ，省の下の地方機関レペルでは，地域経済活性化

のために，北朝鮮経済との関係拡大は政策目標になりうる。また，中央や地方機関の政策的意図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36）や地理的な近隣関係のない，純粋に民間レペルでの対北朝鮮投資も増えている」という。すなわ

ち，中国中央あるいは地方政府対北朝鮮意図的政策と民回による対北朝鮮の貿易，投資も同時に

行われる，という見解を示している。

　イヨンフンは北朝鮮と中国の経済関係に対して次のように述べている。「近年中朝貿易が大き

く増加し，中国の対北朝鮮投資が本格的な兆しを見せている。これに対して韓国社会の一角では

中国の意図的な政策の結果として憂慮する傾向があるが，中国の対北朝鮮貿易と投資は中国全体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37）貿易と投資推移とほぼ類似しており，これは中国経済成長の自然的結果と見るべきである」とし

ている。確かに中朝経済関係の深化は，北朝鮮が中国の従属経済になるのではないか，あるいは

中国政府の意図的な政策ではないかという見方もあるが，たとえば中国が北朝鮮にエネルギー・

食糧・原材料を供給しないならば，北朝鮮経済は崩壊寸前にあるといっても過言ではない。核・

ミサイル・日本人拉致問題などにより，北朝鮮と経済関係を持っている国は限られる。また中国

は北朝鮮の崩壊を臨んでいないのも周知の通りである。したがって，中国は北朝鮮に対して意図

的な政策を取っているのでなく，むしろ民回企業に積極的な奨励政策を与え民間企業による貿易

或いは投資が主であることに注目する必要がある。また北朝鮮と隣接する地理的有利な点もあり，

民間企業は利益を追求して北朝鮮と経済交流を展開する事が現状である。しかし，また多くの問

題点も存在しており，それは以下の５点を挙げる事ができる。

　第一に，北朝鮮の対中国経済依存度は非常に高いとはいえ，量的及び質的には低いレペルに留

まっている。

　1992年初の郡小平の南巡講話と同年10月の中国共産党第14回全国代表大会の決議は，中国の改

革開放を全面展開という新段階に導いた。中国はまさにこの時期から対世界の依存度が高まった。

図３で示したように2002年度の中国の貿易依存度は49.4%, 2003年は60.4%, 2004年は69.9%へ

と急速に拡大している。ペトナムの貿易依存度も2003年は130%も達している。これを考えると，

北朝鮮の開放がいかに不十分である事が分かる。また，北朝鮮は一次産品を主とする輸出構造は

長期的には望ましくないのであり，いかに一次産品輸出から工業産品への輸出が実現するかが課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7∩
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題になる。

　第二に，中朝貿易形態は多様であるが，この多徐匪を今後も発揮すべきある。また，早急に中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　38）朝耶春一羅先辺境経済合作区，中朝互市貿易区などの建設，稼動を急ぐべきである。

　第三に中国の対北朝鮮への投資が非常に低いレペルにあるので，これを増大する可能性の問

題である。中国の対北朝鮮への投資は主に資源開発に力を入れている。例えば，中国延辺の天池

工貿有限会社が2003年に北朝鮮の茂山鉱山に１億元の設備を投資し，その代わり北朝鮮から鉄鋼

粉を輸入している。 2003年100万トン，2005年110万トンの鉄鋼粉を中国の南坪税関を通じて輸入

　　　39）している。今後は資源開発だけでなくインフラ整備，製造業への投資を増やす事ができるか否か

が課題である。

　第四に中国はもっと積極的な政策を打ち出す必要がある。例えば，関税の引き下げなどであ

る。

　中国とアフリカの貿易額は５年連続の急速な成長を達成し，2005年の貿易総額は1995年の10倍

前年同期比35％増の397.4億ドルに達した（図４参照）。 2006年10月18日に中国の商務部のアジ

ア・アフリカの司長の周亜潰は，2006年に中国とアフリカの貿易額は500億ドルを突破する見込

みであるという。中国とアフリカの貿易が急速成長した背景としては，40カ国と「双方貿易協

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7∩
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定」を結び，28カ国と「双方奨励及び保障投資協定」を結ぶなど，法的整備を進めてきた。輸出

品目でも日用百貨が主であったが，現在では電気機器，ハイテク産品が対アフリカ輸出の45％を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40）占めている。投資面でも，2005年末現在までアフリカヘの投資累計は62.7億ドルに達した。中国

対アフリカの投資，貿易はかつてないスピードで急速に拡大している。中国は法的整備を進め，

さらに民間企業に対する税制面あるいは，融資面への優遇措置などを積極的に打ち出した結果で

ある。したがって，中朝貿易・中国対北朝鮮への投資を拡大するためには，民間企業に対しての

融資，貿易の優遇政策をもっと積極的に打ち出す必要がある。

　第五に，韓国，日本などの周辺諸国の政治的・経済的緊張関係の緩和のために，中朝韓三カ国

の経済協力が必要である。

　北朝鮮にとって中国，韓国はそれぞれ第１，第２の貿易相手国である。また中韓貿易は2005年

に1120億ドルまで達し，中国にとって韓国は第３の貿易相手国であり，韓国にとって中国が第１

の貿易相手国であることから，中・朝・韓３カ国がイニシアチブをとり，また地理的にも近い事

を考えれば，３カ国の経済協力関係の形成は可能である。具体的な形態としては，資源の共同開

発，インフラの建設である。

　2006年10月９日北朝鮮が核実験した事により国連安全保障理事会の北朝鮮経済制裁決議を可決

した。北朝鮮は外交関係を持っている国・地域は多数あるが，経済制裁は北朝鮮経済に及ぼす影

響は大きい。したがって，今後の中朝経済関係はもっと深化していくだろう。もちろん北朝鮮の

核・ミサイル問題，拉致問題の解決度合いに左右されるが，北朝鮮が核を放棄し拉致問題も解決

する事により国際社会に復帰する事ができる。そうなると，北朝鮮は韓国，更には日本との経済

関係が復活するだろう。松野周治が言うように，「現在，ＡＳＥＡＮ＋3（日本，中国，韓国）が中

核的役割を果たす「東アジア共同体」が具体的目標として様々な場面で語られるようになり，

2005年12月には第１回東アジア首脳会議が開催された。しかしながら，東アジアの協同の枠組み

を長期的かつ安定的なものとするためには，朝鮮，ロシア，モンゴルを視野に入れた東北アジア

に於ける協力と共同の発展が不可欠である。「ＡＳＥＡＮ＋3」（東アジア）の枠組みによる経済統

合の基礎は拡大しつつあり，その実現の意義は小さくない。条件の存在する所での先行は当然で

あり，それを妨げるべき理由はもちろんないが，それだけでは，現存する地域間格差を更に拡大

すると共に，より広い地域レペルでの社会安定（経済成長と発展にとって不可欠）を脅かす可能性

がある。現在様々な制約によって発展可能性が十分に現実化されていない地域において，市場の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41）諸力だけでなく，政府や社会の活動によって，発展の条件を整備することが重要である」という

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　42）認識を示している。我々は制裁だけでなく対話も必要であり，北朝鮮を孤立させるのでなく国際

社会へむしろ復帰させる条件を創ることが大事ではないか。北朝鮮経済は核・ミサイル，拉致問

題の進展により大きく変わる可能性は秘めているものの，今後も中国経済が発展する限り，北朝

鮮経済の回復が可能である。したがって関係各国が制裁を強めれば強めるほど対中依存関係は深

化することになる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
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　ュース2006年１月18日）
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Contemporary Issues in Chinese　and North Korean　Economy

Abstract

　As of the end of 2004， 300 foreign businesses　have set up operations in North Korea, with

120，０ｒ40%, of them Chinese.　Thus, North Korea's level of financial dependence on China is

steadily　increasing.　In the background　of　Chinese-North Korean trade expansion is their

geographic proximity, the expansion of China's ability to provide ｃｈｅａｐmanufactured items,

and the strengthening of political ties.For last year, this greatly contributed to the increase in

coal and iron trade through further investment in North Korean resource development. This

paper will examine the current status of North Korea's economic relationship with China

from 1990 to the present, and at the end will forecast Chinese-North Korean　economic

relations.

Keywords: Chinese-North Korean trade, trade dependency, contract manufacturing, resource

　　　　　　　development,primary cornmodities
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